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Ｉ．はじめに  

 本稿の目的は 19 世紀末から 20 世紀初頭のフラン

スで展開されたアルコール中毒防止教育を人口問題

という歴史的背景との関連において明らかにするこ

とである． 
この時期，「人口増加戦」を繰り広げた欧米諸国の

なかでもフランスは出生率低下が早期に顕在化し，

人口問題に関する議論が盛んに行われてきた歴史を

もつ．筆者はこれまでフランスの出産奨励運動を中

心に人口問題をめぐる議論を検討し，この運動が多

産少死の社会を目指すものであり，また多子家族の

規範を流布した動向であることを明らかにしてきた1．

その際，出産奨励運動の周辺にアルコール中毒問題

が横たわっていたことにも言及してきた．ただし，

その考察は断片的なものにとどまっている2． 
19～20 世紀転換期のアルコール中毒問題に関す

る先行研究としては，D. ヌリッソンによる一連の研

究があり3，彼の著書 Le buveur du XIXe siècle の邦訳

『19世紀フランスにおけるアル中とアル中防止運動』

も 1996 年に日本で刊行されている．また，19 世紀

に本格化した公衆衛生学の進展においてアルコール

中毒の予防が大きな課題となったという視点から遂

行された G. ジョルランや V. ド・リュカ・バルッス

らによる研究の蓄積がある4． 
日本におけるフランス史研究においても，フラン

ス革命後の教会と世俗国家の間の対抗関係を考察し

た谷川稔『十字架と三色旗』においてアルコール中

毒が言及されている5．19世紀末に覇権を確立した第

三共和政（1870 年～1940 年）の初等学校においてア

ルコール中毒防止教育は世俗国家による科学的な衛

生教育の一翼を担い，教会＝信仰を軸とした伝統的

規範の掘り崩しに一役買ったのである． 
また，渡邊拓也『ドラッグの誕生』では，歴史的

に長い間「飲酒癖」は激しい熱狂や神経熱と混同さ

れ，アルコール中毒に対する医学的な関心が高まっ

たのは 19 世紀中葉以降であったことが指摘されて

いる．19 世紀半ばにスウェーデンの医師マグヌス・

フスが提唱したのが「アルコール中毒（alcoolisme）」
という概念であり，長期にわたる強い酒類の摂取に

よって神経系が蝕まれる病であるとするフスの研究

成果がヨーロッパに広がっていった点は重要である．

渡邊は，社会病理と個人の自己管理という二重の位

置づけを与えられた問題として 19 世紀末のアルコ

ール中毒を分析している6． 
 こうした先行研究の動向から 19 世紀中葉以降の

フ ラ ン ス で ア ル コ ー ル 中 毒 が 「 医 療 化

（medicalization）」の一環として社会問題化されてい

くという視点が得られる．歴史家 P. グベールは「医

療化」を，健康に関する事柄に関して学問的な医療

（scholarly medecine）に人口の大部分がアクセスす

るようになる科学的，技術的，社会文化的なプロセ 
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スと捉えた7．本稿では，このグベールの「医療化」

概念を踏まえつつ，飲酒に関して人口の大部分が医

学的・衛生的な概念に触れる機会としてのアルコー

ル中毒防止教育に注目する．そして，人口減退と退

化をもたらし家族を破壊するものとしてのアルコー

ル中毒という刻印がなされていく様相を考察する． 
  本稿で取り扱う主な検討素材は，同時期の出産奨

励運動家たち（ゾラ，ベルティヨン，ストロース）

によるアルコール中毒に関する言説である．また，

彼らが依拠した医師（ルグラン，ピナール）のアル

コール中毒に関する言説をも射程に収める． 
単純な図式的理解としては，出産奨励運動は人口

の数を増加させることを目的とするのに対し，アル

コール中毒問題は人口の質に関わる問題だと捉える

ことも可能であろう．しかし，このような見解は再

検討される必要がある．たとえば 19 世紀末以降のフ

ランス出産奨励運動のひとつの成果として 1939 年

に制定され，「出産奨励的プログラム」と称された「フ

ランスの家族と出生率に関するデクレ」（通称「家族

法典」）の中にアルコール中毒防止に関する規定が盛

り込まれたことは 8人口増加への関心と人口の質へ

の関心を混合した視線の形成という問題に関心を向

かわせるものである．そこで本稿ではアルコール中

毒問題と出産奨励運動との関係を正面に据えて検討

する，そして，出産奨励運動家たちが死産・流産の

回避を含めた妊娠・出産の前後の母子衛生にどのよ

うな関心をもっていたのかという点も視野に収めな

がら考察する． 
 本稿の構成としては，次章（Ⅱ）で，フランス出産

奨励運動に参加した小説家・ジャーナリストのエミ

ール・ゾラの小説『居酒屋』（1877 年）におけるアル

コール中毒の描写を参照し（Ⅱ-1），「フランス人口増

加連合」の創設者で人口学者の J. ベルティヨンのア

ルコール中毒問題への関心について特に彼の 1904
年の著作『アルコール中毒，そして経験によって判

断される，それと闘う方法』（以下『アルコール中毒』

と略記する．）を中心に検討する（Ⅱ-2）． 
続いて，「フランス人口増加連合」の会員で上院議

員であった P. ストロースの著作『健康十字軍』（1902
年）におけるアルコール中毒論を検討する（Ⅲ）．そ

して，ストロースが中心となって 1911 年に取りまと

めた『死亡率の原因に関する総合的報告』における

アルコール中毒に関する記述を検討する（Ⅳ）． 
 

Ⅱ．出産奨励運動とアルコール中毒問題 

１．ゾラ『居酒屋』におけるアルコール中毒 

1896 年，パリ市統計局長ジャック・ベルティヨン

を中心として「フランス人口増加のための国民連合」

（以下「フランス人口増加連合」）が結成された．団

体の目的は人口減退（dépopulation）9の危険や出生

率上昇のための方策についてフランス国民に注意喚

起することであった．この結成時の会合の様子や団

体の意図についてレポートした「人口減退」という

記事が新聞『フィガロ』（1896 年 5 月 23 日）に掲載

された．この記事の執筆者は著名な小説家でジャー

ナリストでもあったエミール・ゾラである．ゾラは

1896 年から死没する 1902 年まで「フランス人口増

加連合」の会員として出産奨励運動に参加した人物

であった10． 
このゾラが多産な家族を礼賛した小説が 1899 年

の『豊穣（Fécondité）』であるが，彼がアルコール

中毒問題を大きく取り上げた小説が 1877 年の『居

酒屋（L’ assommoir）』である．小説家ゾラがアルコ

ール中毒と人口減退という 2 つの社会問題に関心を

もち，それぞれのテーマを小説作品として表現して

いた点は注目に値する． 
小説『居酒屋』の「序」においてゾラは本作の執

筆意図を以下のように記している． 
 

「わたしはパリの場末の汚濁した環境のなかで

の，ある労働者一家の避けることのできない転

落を描こうとしたのである． 酩 酊
イヴローニュリ

と怠惰の

すえに生まれる家族関係の解体，卑猥な乱倫，

誠実な感情の加速度的な忘却，そして，あげく

のはての汚辱と死．これこそ，生きた教訓なの

だ．」11 

 
小説『居酒屋』でゾラは「 酩 酊

イヴローニュリ

（ivrognerie）」
という言葉に象徴されるアルコール中毒の悪影響を

描こうとした．それは家族の解体，性的な放埓，誠

実な感情の喪失，死などに及ぶ． 
こうしたゾラの意図を反映して，小説『居酒屋』

では主人公の洗濯女ジェルヴェーズの家族がアルコ

ール中毒の影響を受けながら壊れていく様子が描か

れていく．夫のブリキ職人クーポーの飲酒量は結婚

当初は多くなかったが，労働者仲間の誘いに付き合

ううちに徐々に飲酒量が増え，やがてアルコール度

の高いものを飲むようにもなり，仕事をサボりがち

になっていく．彼の飲酒量が増えていく理由は単純

ではないのだろうが，「パリの空気がまた彼を 虜
とりこ

に

してしまったのだ」とされ，酒に酔って帰宅するク
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ーポーの様子は「女房と子供をつかまえて，くだを

巻き，こんなときに言うべきでない汚い言葉をはき

ちらした」と描写されている12． 
やがてジェルヴェーズのほうも飲酒量が増えてい

き，自暴自棄となり，その日の食べ物にも困るほど

の窮状となる．ジェルヴェーズはパリの街を歩き，

アルコールを提供する飲食店の前に立ち止まって考

える彼女の心情が次のように描かれている． 
 

「ほんの 2 スーでもあったら，1 杯飲みに飛び

込むんだけれど．1 杯でもこのすきっ腹の一時

おさえにはきっとなるだろう．ああ！ 前には

ずいぶん飲んだわね！ やっぱり楽しい思い出

だった．彼女は遠くから酔っぱらわせ器械にじ

っと目を注いだ．自分の不幸のもとはあれだと

思った．もし金が手に入ったら，ブランデーを

あおって死んでやろうと夢想した．」13 
 

ジェルヴェーズは，アルコールが「自分の不幸の

もと」だと自覚しながらも，もし僅かな金があれば

食べ物を買うのではなく「1 杯飲みに飛び込む」こ

とを夢想する．それほどアルコールの魔力に取りつ

かれていたのである． 
そして，ジェルヴェーズは自分がかつて抱いてい

た人生上の理想がまったく実現しなかったことを振

り返って次のように考える． 
 

「彼女は昔の理想を思い出していたのだ．心や

すらかに働き，毎日パンを食べ，寝るためのこ

ぎれいな部屋をもち，子供をちゃんと育て打
ぶ

た

れることもなく，自分のベッドで死ぬというこ

と．いや，まったく，おかしな話ね．なにもか

もあべこべじゃないの！ あたしはもう働きも

せず，食べもしないで，ごみの上に寝ている．

娘は淫売みたいなことをやり，亭主ときたらび

しびし殴りつける．残るところは往来でくたば

るだけ．」14 
 

このようなジェルヴェーズの苦労を通して「ある

労働者一家の避けることのできない転落」というゾ

ラの執筆意図は作品のなかで徹底して描かれた． 
これに加えて，小説『居酒屋』ではジェルヴェー

ズの夫クーポーのアルコール中毒による精神錯乱の

様子までもが次のように描写されている．ジェルヴ

ェーズは夫クーポーが自ら川に身を投げて病院に収

容されたことを知らせる文書を受け取る．ジェルヴ

ェーズは病院で夫クーポーが怒鳴り続け，暴れてい

ると説明を受け，次のようなクーポーを見ることに

なる． 
 

「ああ！ どうだろう！ なんという光景だろ

う！ 彼女は立ちすくんだ．狭い室内には上か

ら下までマットの詰め物がしてあった．床には

藁のマットレスが 2 枚重ねてあり，片すみには

毛蒲団と長枕がころがっている．それだけだっ

た．そのなかでクーポーが暴れまわり怒鳴りち

らしていた．ぼろぼろの仕事着を着てひっくり

かえり手足を宙でばたばたさせているさまは，

まるでラ・クルーチュ遊園地の道化役者そっく

りだった．だが，これはちっとも滑稽な道化じ

ゃない．そうだ！ この道化の恐ろしい馬鹿踊

りを見ていると，体じゅうの身の毛がよだって

くる．道化が瀕死の男に扮装している，そして

なんということだ．相手もない一人踊りをやっ

ているのだ！ 彼は窓にぶつかると，またうし

ろにさがった．そして腕で調子をとりながら，

両手を振り回す．まるで手をへし折って人の顔

に投げつけようとするみたいだ．」15 
 

この「ひっくりかえり手足を宙でばたばたさせて

いる」「相手もない一人踊り」こそアルコール中毒の

行きつく先の姿である．それをゾラは描いた． 
『19 世紀フランスにおけるアル中とアル中防止

運動』においてヌリッソンは次のように指摘してい

る．小説の『居酒屋』のアルコール中毒の描写に特

に影響を与えたのはリュカス『自然遺伝概論』（1868
年），マニャン『アルコール中毒論』16（1874 年）で

あり，ゾラはこうした著作を読み，アルコール中毒

遺伝を主なテーマとする長編小説として『居酒屋』

を書いた17． 
 
2.「死滅しつつある国」 

このゾラは「フランス人口増加連合」の会員とし

ても活動した．この団体の創設者ベルティヨンはア

ルコール中毒問題にどのような関心を抱いていたの

か．それを知る手がかりとして彼の 1904 年の著作

『アルコール中毒』は格好の素材である． 
ベルティヨンは本書の冒頭において当時のフラン

スにおける 2 つの政治的・社会的問題として次のよ

うに述べている． 
 

「1. 出生率の低下．それは国家の存続さえ危険

にさらす． 
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2. アルコール中毒の拡大，それは住民の質と

価値を危険にさらす．」18 
 

この 2 つのうち出生率の低下についてベルティヨ

ンは 1896 年に「フランス人口増加連合」を設立し

て出産奨励運動を開始していたが，これに加えて「住

民の質と価値を危険にさらす」問題としてアルコー

ル中毒にも彼は注目していたのである． 
ベルティヨンは人口減退とアルコール中毒という

2 つの問題が横たわるフランスの現状を次のように

危惧していた． 
 

「この 2 つの悪はフランスにとって特別なもの

である．なぜなら， 
1. フランスは出生数と死亡数がかろうじて等

しい世界で唯一の国である． 
2. フランスは最も酒を飲む国であり，間違いな

くアルコール中毒が最も進行しているように思

われる．」19 
 

人口減退とアルコール中毒についてベルティヨン

はこのように指摘し，外国からは「死滅しつつある

国（Dying nation）」という蔑称で呼ばれることさえ

あることを紹介している20． 
 
3. 人口減退とアルコール中毒の相互関係： 

ベルティヨンの見解 

ただ，この 2 つの問題の相互の関連性を問うので

はなく両者は別の問題だというのがベルティヨンの

見解である．彼は次のように述べている． 
 

「フランスでは 2 つの重要な問題がある：人口

減退とアルコール中毒． 
この 2 つの災厄（fléaux）は何の関連性もない．」 

21 
 

ベルティヨンはこのように述べているが，この見

解は当時のフランスにおいて主流ではなかったと考

えられる．これに関してはベルティヨン自身が次の

ように述べている． 
 

「『アルコール中毒は人口減退の最も強い要因

の一つと考えられなければならない』とルグラ

ン氏は結論づけている．この意見は人々（ le 
public）の間にとても流布しているが，私たち

の見解とは全く異なる．」22 
 

つまり，ベルティヨンは「アルコール中毒は人口

減退の最も強い要因の一つと考えられなければなら

ない」という「ルグラン氏（M. Legrain）」の意見が，

多くの人々の間に流布していることを認めつつ，ベ

ルティヨン自身の見解はこれとは全く異なると主張

していたのである． 
この点についてもう少し立ち入って検討してみた

い．ベルティヨンが言及している「ルグラン氏（M. 
Legrain ）」 と は 1860 年 生 ま れ の 医 者 で  La 
dégénérescence sociale et l’ alcoolisme（『社会的退

化とアルコール中毒』）という著作を 1895 年に上梓

している．同書はベルティヨンの『アルコール中毒』

でも言及されている23． 
ルグランは同書 La dégénérescence sociale et l’ 

alcoolisme で次のように述べている． 
 

「アルコールは個人とその種（espèce）にとっ

て退化（dégénérescence）の原因として，人口

減退（dépopulation）の強力な原因として，社

会にとっての危険として，予算上の無駄な出費

の原因として考えられなければならない」24 
 

このようにルグランは，アルコールが人口減退の

原因であるとともに，退化の原因であり，「社会にと

っての危険」であり，「予算上の無駄な出費」の原因

とも述べている． 
それでは，このようなルグランに代表されるよう

な当時の主流の見解とは異なるベルティヨンの見解

とはどのようなものなのか．彼の主張は①フランス

の人口減退の主な要因は出生数の極度な少なさにあ

ること，②一般的にアルコール中毒者は多産である

こと，③アルコール中毒者から産まれた子どもの一

定数は死亡するが，フランスの死亡率を大きく上昇

させているわけではないこと，という 3 点に要約で

きる25． 
もっとも，管見の限りこの 3 点の論拠の裏付けと

なるようなデータは，ベルティヨンの著作『アルコ

ール中毒』では明示されていない．同書には，アル

コールの種類別の消費量について国際比較を含めて

詳細な統計が掲載されているが，これらの統計と死

亡率や健康被害などと突き合わせる分析は行われて

いない．もちろん，こうした分析には困難も予想さ

れるが，そうはいってもベルティヨンの主張を裏付

ける根拠の弱さを指摘されても致し方ないように思

われる． 
ベルティヨンの主張①に関わって，彼自身が示し

ているわけではない人口動態データを補足的に参照
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すると次のようなことは分かる26．まず 1900 年時点

での出生率（人口千人あたり）は，ドイツ 35.6，英

国（イングランドとウェールズ）28.7，フランス 21.3
であり，フランスの少産化傾向は顕著であった． 

また，1900 年における死亡率はドイツ 22.1，英

国 18.2，フランス 21.9 であり，英国よりは高いが

ドイツよりはやや低い水準になっていた．ベルティ

ヨンも「フランスの死亡率はそれほど高いわけでは

ない」27と指摘している．この点は，死亡率ではなく

出生率こそが人口減退の主な要因だとするベルティ

ヨンの①の見解に結びついていると考えられる28． 
しかし，ベルティヨンの見解②と③についてはど

うだろうか．彼自身による統計データや調査記録が

示されているわけではない．そうしたアルコール中

毒との関連における出生率や死亡率に関する統計の

収集や調査の困難さ，そしてその正確さという問題

があったことは推測することができる．ただ，そう

だとしてもベルティヨン『アルコール中毒』は，当

時の主流の見解を覆すほどの精緻な議論を展開した

とは考えにくい． 
 

Ⅲ．アルコール中毒に関するストロースの

見解 

1. 人口減退とアルコール中毒問題 

本節では「フランス人口増加連合」の結成時から

の会員として出産奨励運動に参加した政治家ポー

ル・ストロースに注目する．ストロースは 1897 年

から 1935 年まで長きにわたって上院議員として活

動し，1922 年から 1924 年にポアンカレー内閣で

衛生・扶助・社会的予見省の大臣をも務めた人物で

ある29． 
ストロースは 1902 年の著作『健康十字軍』にお

いて，アルコール中毒を「結核の共犯者」「梅毒の

同盟」，さらには「人口減退の代理者（agent de 
dépopulation）」と表現している30．つまり，スト

ロースはアルコール中毒を人口減退の要因の 1 つ

と考え，ルグランに代表される当時の主流の見解を

共有しており，「フランス人口増加連合」内にあっ

ては同団体の会長であったベルティヨンとは立場を

異にしていた．  
 ストロースは①飲酒する大人の健康被害と，②飲

酒する親から生まれる子どもへの悪影響という 2
つの面から「アルコール中毒の危険性（dangers 
de l’ alcoolisme）」を論じている． 

①については精神と身体への健康被害がある．ま

ずストロースは，前出のマニャンや，ルグラン，さ

らにモテやガルニエなど当時の精神医学者（alié-
niste）が論じた，アルコール中毒に起因すると捉え

られた精神疾患や犯罪行為，そして彼らを収容する

施設の問題に言及している． 
続いて，習慣的な飲酒が身体の健康に与える被害

についても，1900 年にジャケ医師が作成したパリ

市の病院におけるアルコール中毒患者の全般的傾向

に関する報告書『アルコール，病気，死』31に依拠

しながら，当時のフランスでは感染症が減少傾向に

あった一方で，飲酒によって引き起こされる肝硬

変，腎炎が増加傾向にあるという問題を論じている

32．そして，市町村レベルの統計ではアルコール中

毒が死亡率を高める原因となっているという意見も

紹介されている．前節でも触れたように，アルコー

ル中毒による死亡率の上昇分を無視し得るほど小さ

いとしたのがベルティヨンであったのだが，ストロ

ースはあえてアルコール中毒による死亡率の上昇に

言及している．この点でも両者の見解には違いがあ

った． 
 そして，②飲酒する親から生まれる子どもへの悪

影響に関してストロースは，主に前出の医師ルグラ

ンの著作『社会的退化とアルコール中毒』（1895
年）に依拠して論じている．ストロースは，親のア

ルコール中毒の犠牲として子どもの発育不全（心身

発達の遅れや虚弱），死産，早産，幼い子どもの死

亡が生じているというルグランの見解を支持してい

る． 
ストロース『健康十字軍』にはルグラン『社会的

退化とアルコール中毒』からの次のような引用もあ

る． 
 

「子どもの幼い時期の死亡の直接的，あるいは

間接的な原因であるところのアルコール中毒

は，やはり人口減退（dépopulation）の強力な

原因である．」33 
 
 このようにストロースはルグランに依拠しつつア

ルコール中毒を人口減退の原因と位置づけていた．

ルグランの著作の主題が社会における退化（dégé-
nérescence）の問題であり，それに依拠したストロ

ースの『健康十字軍』の議論を参照するならば，「出

産奨励運動＝人口増加」「アルコール中毒＝人口の質」

と単純に峻別して捉えられていたわけではないとい

うことが分かる． 
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2. アルコール中毒防止教育への期待 

 さて，ストロースはアルコール中毒の防止策につ

いてどのように考えていたのか．この問いにもとづ

いて『健康十字軍』におけるストロースの議論を追

っていくことにしたい． 
ストロースはアルコールの製造，流通，消費に関

する立法的措置について，アルコールに関する当時

の有識者の見解を紹介している．まずは酒税による

アルコール流通量の抑制策，そして居酒屋の数の制

限，酒類の販売・製造の独占禁止などが列挙されて

いる．ただ，酒税によるアルコールの流通量のコン

トロール策には当時「健康的な飲料（boissons hy-
giéniques）」とされていたワイン，ビール，シード

ルへの減税が付言される34などアルコール中毒の防

止の実効性に疑問が残る点もある．また，酒税を上

げると非正規ルートでの消費が増えるというジレン

マも考慮する必要があるだろう35． 
そもそもストロースは立法的措置によってアルコ

ール中毒を防ぐことができるとは考えていなかった

と思われる．彼は次のように述べている． 
 

「私たちは，そのような有効性が疑わしい立法

的救済策を検討するつもりはない．学校や軍隊

など，習慣に基づいて道徳的行動をとれる場所

であればどこでも，アルコール中毒防止教育

（enseignement anti-alcoolique）の重要性を

主張するだけで十分だろう．」36 
 
 このようにストロースは，立法的措置よりも学校

や軍隊をはじめとする場でのアルコール中毒防止教

育に期待を寄せていた． 
 フランスのアルコール中毒防止教育は第二帝政期

1865 年に衛生教育の一環として学校に導入され，

民間のフランス節酒協会とも協力しながら第三共和

政初期（1880 年代）のジュール・フェリー公教育

大臣の教育改革においても小学校のカリキュラムに

組み込まれた37．ポスターの活用，朗読，書き方の

宿題などを通じてアルコール飲料の飲み過ぎがもた

らす危険を生徒が理解することが重視された．そし

て本稿でも詳しく紹介したゾラの『居酒屋』がアル

コール中毒防止教育の教材として例示されたことは

非常に興味深い38． 
ヌリッソンが指摘しているように，アルコール中

毒防止教育は「酒を前にした際の人々の行動を変え

ること」を目的とする教育であって，結婚して子ど

ものいる労働者と怠惰で非情で乱暴な酒飲みを二元

論的に対置し，アルコール中毒に対する恐怖を煽る

という特徴があった39．しかし，1910 年に新兵に

対して行われた調査で明らかになったのは，小学生

の時にこの教育を受けたことを覚えていたのは 45％
に過ぎず，彼らの飲酒行動に効果をもたらしたかど

うかについてヌリッソンは否定的な評価を下してい

る40． 
  
3.「家族の破壊者」としてのアルコール 

 先述した，アルコール中毒防止教育における〈結

婚して子どものいる労働者〉と〈怠惰で非情で乱暴

な酒飲み〉という二元論的な対置とは，アルコール

中毒を一種の「家族の破壊者」として描写したとい

うことではないだろうか．この「家族の破壊者

（destructeur de la famille）」とはド・リュカ・バ

ルッスがアルコール中毒防止教育を論じる中で用い

た用語である41． 
これに関連して 1889 年にフランスで制定された

「虐待され，または精神的に遺棄された子どもの保

護に関する法律」（以下「1889 年児童保護法」）を

参照したい．筆者は同法の成立過程を分析し，児童

を虐待する親からの「父権」剥奪が規定されたこと

の意義を考察した42．当時のフランス民法典におけ

る「父権（puissance paternelle）」は父母に帰属

するが，その行使は父が行なうという家父長制的な

性格を温存していた．この「父権」剥奪の事由の 1
つに親のアルコール中毒が想定されていた43．この

意味で当時のフランス社会における「虐待」概念に

はアルコール中毒が含まれていた．「父権」剥奪の

事由にはアルコール中毒のほかに，子どもの放蕩や

堕落を助長すること，物乞い行為をさせること，曲

芸などさせ見せ物にすること，捨て子にすること，

浮浪者にすること，売春をさせることなどが規定さ

れていた44．アルコール中毒は，こうした子どもの

健康，安全，道徳性を危険にさらす行為のリストに

加えられていた． 
こうした「1889 年児童保護法」の延長上にスト

ロース『健康十字軍』（1902 年）のアルコール中毒

に関する議論があった．ストロースは，親のアルコ

ール中毒の犠牲として死産，早産，幼い子どもの死

亡，そして子どもの発育不全（心身発達の遅れや虚

弱）が生じていることを論じた．ストロースの『健

康十字軍』における議論はアルコール中毒が「家族

の破壊者」として作用する危険をストロースも想定

していただけでなく，子どもの発育に対する親の責

任を拡大解釈する方向性さえ垣間見える． 
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Ⅳ．『総合報告』におけるアルコール中毒

問題 

人口減退に関する世論の高まりを受けてフランス

議会は 1902 年に「人口減退に関する委員会」を設

置した．委員会は 67 名の委員から構成されてお

り，本稿で取り扱ってきたベルティヨンやストロー

スも委員に加わっていた．委員の 4 分の 1 を超え

る 18 名が民間の運動団体である「フランス人口増

加連合」の会員であることは，この団体の影響力の

大きさを示している． 
委員会の下部組織として 2 つの小委員会が設け

られ，一方は出生率を主な議題とし，他方は死亡率

を主な議題とした．前者のチーフがベルティヨン，

後者のチーフはストロースであった．委員会では，

外部からも有識者を呼んで報告を受け，意見交換が

繰り返された．出生率に関する小委員会の最終報告

書の所在は，それがまとめられたのかという点も含

めて不詳であるが，死亡率に関する小委員会の最終

報告書は 1911 年にストロースによってまとめられ

ている．それが『死亡率の原因に関する総合的報

告』（以下，『総合報告』）である45． 
それでは以下，『総合報告』においてアルコール

中毒がどのように論じられたのかについて考察して

いきたい． 
 

1. 死産・流産の要因としてのアルコール中毒 

 『総合報告』では冒頭で「半世紀来，人口の備蓄

が衰えるのをフランスは目の当たりにし，その数の

力（puissance numérique）を徐々に失って，より

若くて，より多産な国々から徐々に遅れをとってい

る」46と述べられ，これに対処するため死亡率の問

題を考察するという小委員会の立場が表明されてい

る． 
 アルコール中毒は「死産（morts-nés）」との関

連において言及されている．‘morts-nés’の語義

は「死んだ状態で生まれること」であり，『総合報

告』の中では「子宮内での死亡」と言い換えられて

いることなどの文脈から判断して妊娠中の死亡であ

る「流産」もこの中に含まれると考えられる．本稿

では以下，死産・流産と表記することとする． 
 『総合報告』では，死産・流産に関する有識者と

して産科医の A. ピナールの見解が大きく取り上げ

られている．ピナールは，死産・流産の原因を 2
つのカテゴリーに分けて捉えている．ひとつは受精

卵の問題であり，もうひとつは母胎の問題である．

そして，アルコール中毒は，受精卵の問題を論じる

中で言及されている．つまり，親のアルコール中毒

が遺伝的に受精卵の発育に悪影響を及ぼすことで，

死産・流産の原因となるというのがピナールの見解

である47．このような遺伝的悪影響を与えるものと

してピナールは梅毒をあげている48． 
他方，母胎の問題としてピナールは，妊娠中の女

性の貧困，不十分な栄養，過労，そして精神的な不

安をあげている．そして，出産前の 2～3 か月の間

に働いていた女性と休暇をとっていた女性とを比較

してピナールは，後者の女性から生まれた新生児の

体重は少なくとも 300 グラム重いとしている49． 
『総合報告』が取りまとめられる以前の時期，産

科医ピナールは生理学者の Ch. リシェとともに

1903 年に「フランスの出生率低下の生理学的原因

に関する報告」50を「人口減退に関する委員会」で

行なっている．この報告で強調されたのは，出生率

の低下を婚姻内の意図的な出産コントロール（避

妊）という視点にとどめず，生理学的な現象という

視点からも捉えることの重要性であった51． 
このようなピナールの生理学的な観点の強調は，

『総合報告』においける母子衛生を重視する姿勢に

結びついたと考えられる．『総合報告』では，新生

児が誕生する前の妊娠期と，出生後の育児期の課題

が総点検され，堕胎，死産・流産，遺伝的悪影響，

捨て子，乳幼児死亡，虐待，乳母業，感染症など母

子の生命保護や衛生的配慮のあり方が詳しく考察さ

れされていた．そして死産・流産の原因としてアル

コール中毒の防止という課題が言及されていたので

ある． 
 
2. 『総合報告』における退化と衛生教育 

『総合報告』においては，上記のように母子衛生

の課題としてアルコール中毒が論じられた．ここで

注目したいのは，こうした母子衛生とアルコール中

毒をめぐる議論が死亡率を低下させるという人口の

数の問題というだけでなく，人口の質の問題として

も論じられていたという点である．『総合報告』で

は次のように述べられている． 
 

「人種（race）の未来を危険にさらし，衰弱し

退化した世代（générations affaiblies et 
dégénérées）を準備するアルコール中毒，結

核，性感染症と闘うこと．」52 
 

 このようにアルコール中毒は結核や性感染症とと

もに「衰弱し退化した世代」の原因となり，人種の
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未来を危険にさらすと捉えられたのである． 
 『総合報告』では，このような退化を避けるため

に学校における衛生教育をいっそう強化することを

フランス議会に提言した．特徴的なのは，『総合報

告』が衛生教育の対象となる個人（生徒）を，次世

代に生命をつなぐ「種子運搬者（porte-graines）」
であると表現している点である．引用しよう． 
 

「すべての個人は，何よりも，彼らの子孫の神

聖な預かり物を保存しなければならない種子運
．．．

搬者
．．

であるという考えを学校から普及させるた

めに，フランスのすべての学校における衛生教

育の改革が，近いうちに公教育省の委員会によ

って企画されることを委員会は表明する．〔傍

点は筆者による．〕」53 
 
 このような『総合報告』の提言を受けて，実際に

公教育省がどのような衛生教育の改革に動いたの

か．この点については今後さらに調査を継続したい

と考えている．さしあたり本稿で注目しておきたい

のは，上記のような提言で言われる「種子運搬者」

という言葉の含意である．この「種子運搬者」とい

う言葉は「彼らの子孫の神聖な預かり物を保存しな

ければならない」という関係代名詞節によって修飾

されている．この点から考えると，個人は自らの子

孫から「神聖な」預かり物をもっており，それを保

存するように生きるべきであるという思想を含んだ

衛生教育を学校で行うべきであるというのが『総合

報告』の主張だったと考えられる．そして，これは

遺伝病の予防を重視した一種の家族論とも考えられ

よう． 
『総合報告』では，「種子運搬者」という言葉が

もう一ヵ所，次のように使われている． 
 

「出生前の育児学（puériculture avant la 
procréation）に関する予防措置の中では，す

べての個人は何と言っても，種子運搬者である

という考えを普及させることが第一である．人

口減退に関する委員会は，管轄当局に対し，罰

則付きでフランスのすべての学校で，この教育

が行われることを要求する義務がある．」54 
 
 この「育児学」は出産前後の母子衛生に関する知

識を教える科目として 1905 年から女子師範学校の

カリキュラムに組み込まれていた55．この衛生教育

の一環としての「育児学」も「種子運搬者」という

考えを普及させるという課題に向き合うことを『総

合報告』は求めていたのである． 
このような「種子運搬者」をめぐる議論は，ひと

えに「衰弱し退化した世代」を産み出さないように

するという『総合報告』の姿勢と結びついていた．

つまり，親世代のアルコール中毒，結核，性感染症

が，遺伝と家族生活を通じて次世代の退化につなが

るという考えが『総合報告』に貫かれている．これ

は 20 世紀初頭に設置された「人口減退に関する委

員会」における 10 年近い期間において積み上げら

れてきた議論であり，これを取りまとめた上院議員

ストロースにとっては，彼の 1902 年の著作『健康

十字軍』をいっそう深化させた内容となったと考え

られる． 
 

Ⅴ．結び ―― 人口減退，退化，アルコー

ル中毒 ―― 

 ここまで考察してきたように，学校におけるアル

コール中毒防止教育は軍隊における教育とも連動

し，酒税のような立法的措置よりも重視されてい

た．この点から考えると，アルコール中毒防止教育

の背景にあった思想や制度にまで踏み込みながら，

この教育の目的・内容・方法などを考察してきたヌ

リッソンらの先行研究の基本的な姿勢は今後も堅持

されるべきであると考えられる． 
 本稿では人口問題という歴史的背景に注目し，

19～20 世紀転換期のフランスにおける出産奨励運

動とアルコール中毒問題の関連性，さらには母子衛

生との関連を考察した．そしてアルコール中毒は，

家族を破壊する要因として警戒され，受精卵への遺

伝による悪影響によって死産・流産の原因となると

して批判された．そして，アルコール中毒は人口増

加を阻害するとともに，世代的な退化の要因となる

ものとして社会問題化されていたことが明らかとな

った．この点は，これまであまり注目されてこなか

った． 
たしかに出産奨励運動は産児制限運動と競合しな

がら少産化に歯止めをかけようとしたという側面が

あり，筆者もこの点に注目してきた56．ただ，本稿

の考察から新たに得られた知見は，死産・流産に代

表される生理学的な側面に注目して人口問題を検討

するという分析視角である．産科医ピナールと生理

学者リシェの「フランスの出生率低下の生理学的原

因に関する報告」（1903 年）は，この点を重視して

いた．そして，上院議員ストロースがまとめた『総
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合報告』にも，この視点は取り入れられ，その結果

としてアルコール中毒が梅毒や結核とともに注目さ

れることとなったのである．こうした文脈から浮上

したアルコール中毒防止教育，またこれを含めた衛

生教育の具体像をさらに浮き彫りにしていく研究作

業を継続していくこととしたい． 

［付記］ 
本稿は科学研究費補助金（基盤研究（C）課題番

号 21K02172）による研究成果の一部である． 
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